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 図－５ 不織布の製法 
 ウェブ（シート）形成方法       ウェブ結合方法                       乾式法…短い繊維をカード機でシートにする   ケミカルボンド法…バインダー（接着剤）                                     で結合 湿式法…ごく短い繊維を水中に分散させ、        紙のように抄いてシートにする        サーマルボンド法…熱で溶融させて結合 
 スパンボンド法…原料を溶融させ、ノズルから     ニードルパンチ法…刺のある針を突き刺し    押し出して紡糸・延伸・積層させて             て機械的に結合    シートにする                           スパンレース法…水流で繊維を絡めて結合 メルトブローン法…原料を溶融させ、熱風を 当てながら集積させてシートにする 
 その他…エアレイド法、フラッシュ紡糸法など 
























































































































































































































－34 （     ）－
18．合繊織物の国際競争力の推移を分析した小山（2006）は，1990年代の状況について「最
新鋭の高速マシンと良質低廉な労働力の二つの武器を手にした中国には，いかなる国も歯が
立たない状況」と指摘し，その背景に技術の設備へのビルトインをあげている。すなわち
90年代中国の合繊織物は，従来型の低賃金によるキャッチアップと，工程のモジュラー化
によるキャッチアップの複合体であったといえる。
19．6重苦の中には政策対応が可能なものもあるが，「円高」は短期的な解決がきわめて困難
である。
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